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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文に関して評価されうるのは、ブルデューに依拠しつつ、人間の行動のメカニズムと、それが構成する
社会の様態を、方法論的全体主義および方法論的個人主義のどちらも排しつつ、徹底してかつ微細にメゾ・レ
ベルで追求するという論の展開である。特筆すべきは、ブルデューの議論に示唆を受けつつも、それを社会分
析の一般的理論枠組みとして受け入れるだけではなく、新旧のハビトゥス、支配的ハビトゥス、伝統的ハビト
ゥスが「もつれ合い」ながら行為主体の実践感覚を形成するように理論的枠組みを改変している点である。こ
の点において、本論文はブルデューとは区別される意義をもっている。 
 さらに、この論文の長所は、フィジーにおける一年近くにわたるフィールドワークの成果が随所に見られる
点である。例えば、ポランニーが言うところの「互酬（互恵）」に相当する「ケレケレ」の現状と変容過程がつ
ぶさに観察されていること、あるいはグローバル資本主義の影響によって、フィジー人の多くの「ハビトゥス」
が変容を迫られるなか、「土地」との関わりで規定される伝統的価値体系が強固に維持されている点の指摘など
が挙げられる。 
 しかし、本論文が次のような課題を抱えていることも指摘しておかなければならない。第一に、ブルデュー
の方法論を、経済学の方法論議の視角から評価すべきではなかったか。例えば、新古典派、特にミクロ経済学
の方法論的個人主義との共通点と差異点を、どのように表現できるのか。経済学への方法的議論をもっと詰め
るべきであろう。第二に、微細な社会変化
．．．．．．．
への関心は非常に強いが、より大きな社会変化
．．．．．．．
への関心が弱い点で
ある。すなわち、マクロ的な政治経済分析がいささかなりともなされるべきではなかったか。具体的に言うな
らば、フィジーの人々の土地に対する関係性こそ、歴史性の産物であるという点が顧慮されていない（すなわ
ち、フィジー人の土地倫理は、英領期に統治上の便宜から生まれた制度によって強化され、独立後も政治力学
的な磁場において、揺れ動いているものではないのか）。 
 しかしながら、第一に、社会を観察するための方法論的議論を、ブルデューに依拠しつつ、さらにそれを展
開する形で徹底的に追求している点、第二に、統計的・文献的な手法ではなく、等身大の調査範囲における濃
密な－超ミクロ的な－フィールドワーク（人類学的手法）を行った点など、基本的に高く評価すべき業績であ
ると判断する。 
 平成20年２月５日に開催された公聴会では、申請者の報告を受け、審査委員や研究科教員からのいくつかの
質問や問題点の指摘がなされたが、申請者の応答は概ね的確なものであった。 
 以上、審査委員による審査結果を総合し、上記論文は課程博士の学位に値する優れた業績であると判断する。 
